
S=1:100

計画平面図
基準点座標一覧表

点  名 X座標 Y座標 標　高

T-1 60774.643 76124.367 9.219

T-2 60800.897 76119.345 8.489

中心線座標一覧表(竹ヶ島防潮堤)

点  名 X座標 Y座標 標　高

NO.0 60808.419 76120.154 9.264

NO.0+11.00 60797.555 76121.880 9.238

NO.1+2.50

NO.1+13.00

NO.1+18.00

NO.2+3.00

NO.2+3.59

9.226

8.616

9.199

9.193

9.193

60786.198 76123.684

60775.828 76125.332

60770.889 76126.116

60765.951 76126.901

60765.368 76126.993

中心線座標一覧表（竹ヶ島護岸）

点  名 X座標 Y座標 標　高

NO.0 60830.000 76126.037 5.437

NO.0+5.00 60825.487 76128.190 5.343

NO.1

NO.2

NO.3

NO.3+8.00

NO.3+8.85

5.164

5.011

4.886

4.863

4.851

60811.948 76134.647

60793.896 76143.257

60775.845 76151.867

60768.624 76155.311

60767.857 76155.677

越波防止柵工（柵高1.5m）
L=32.6m

注記1：給水管の埋設箇所について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　工事の際は止水をして、試掘を行い、現況構造物に合わせて調整を行うこと。
注記2：竹ヶ島防潮堤の起点側について、植生の繁茂により計画時点で確認できないため、暫定的な位置として推定構造線（破線）とする。
　　　 施工時に植生の伐採を行い、現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。　
注記3：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記4：越波防止柵は、階段部に設置しない計画とする。
注記5：竹ヶ島防潮堤の張りコンクリート工（t=50cm）を施工する際、海岸の階段工の手すりが支障となるため、撤去する計画としている。階段工の手す
　　　 りは、階段の側面部にバンド固定されているため、張りコンクリート工の施工終了後に、必要に応じて復旧を行うこととする。

L=9.5m
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L=29.169m
(工事対象外)
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張りコンクリ－ト工　L=67
.0m

竹ヶ島護岸

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

平面図

1 21S=1:100

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

当初設計図面

竹ヶ島防潮堤

施工延長　L=9.5m+32.6m+67.0m=109.1m
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【撤去】合併浄化槽（10人槽）

【撤去】埋設管（給水管）

【新設】埋設管（給水管） 【撤去】集水桝

【撤去】集水桝

【撤去】マンホール

【撤去】マンホール

【撤去】公衆トイレ一式

【存置】埋設管（給水管）

【新設】電線ケーブル

【新設】支線

【撤去】既存電線ケーブル

【撤去】既存電線ケーブル



1：100

1
：

1
0
0

T.P.=0.000

5.000

10.000

15.000

20.000

地盤高

追加距離

点間距離

測点

N
O
.
0

N
O
.
0
+
1
1
.
0
0

N
O
.
1
+
2
.
5
0

N
O
.
1
+
1
3
.
0
0

N
O
.
1
+
1
8
.
0
0

N
O
.
2
+
3
.
0
0

0
.
0
0
0

3
.
1
1
0

2
.
5
2
5

0
.
4
5
0

0
.
9
0
7

5
.
0
0
0

0
.
0
0
0

1
1
.
0
0
0

2
2
.
5
0
0

3
3
.
0
0
0

3
8
.
0
0
0

4
3
.
0
0
0

9
.
2
6
4

9
.
2
3
8

9
.
2
2
6

8
.
6
1
6

9
.
1
9
9

9
.
1
9
3

スパン

計画高

スパン1
7.890

スパン2
6.090

スパン3
5.990

スパン4
5.990

スパン5
6.585

スパン6
9.535

7
.
8
9
0

7
.
8
9
0

9
.
2
4
5

2
.
9
8
1

1
3
.
9
8
1

9
.
2
3
5

6
.
5
8
4

3
2
.
5
5
0

9
.
2
1
8

1
.
0
5
0

3
4
.
0
5
0

9
.
2
1
3

9
.
2
6
4

9
.
2
4
5

9
.
2
3
8

9
.
2
3
5

5
.
9
9
4

1
9
.
9
7
5

9
.
2
2
9

9
.
2
2
9

9
.
2
2
6

3
.
4
6
6

2
5
.
9
6
6

9
.
2
2
3

9
.
2
2
3

9
.
2
1
8

8
.
6
1
6

9
.
2
1
3

9
.
1
9
9

9
.
1
9
3

9
.
1
9
3

9
.
1
9
3

0
.
5
9
0

4
3
.
5
9
0

N
O
.
2
+
3
.
5
9

N
O
.
1
+
1
2
.
5
5

N
O
.
1
+
1
4
.
0
5

N
O
.
1
+
1
7
.
0
9

3
.
0
4
3

3
7
.
0
9
3

9
.
2
0
2

9
.
2
0
2

階段工

L=32.6m

張りコンクリート工(躯体部)
σck=18N/mm2

L=9.5m

注記1：竹ヶ島防潮堤の起点側について、植生の繁茂により計画時点で確認できないため、暫定的な位置として推定構造線（破線）とする。
　　　 施工時に植生の伐採を行い、現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。　
注記2：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記3：越波防止柵は、階段部に設置しない計画とする。

張りコンクリート工(基礎部)
σck=18N/mm2

T-2
H=8.489m

竹ヶ島防潮堤

縦断図(1) H=1:100
V=1:100

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

縦断図（1）
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V=1:100
H=1:100

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

張りコンクリート工

波返工天端

張りコンクリート工
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注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。

L=67.0m

張りコンクリート工(躯体部)
σck=18N/mm2

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

竹ヶ島護岸

縦断図(2) H=1:200
V=1:100

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

縦断図（2）
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V=1:100
H=1:200

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

張りコンクリート工

表法被覆工天端



(1
:1
.0
)

R=1.6m

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2

RC-40

注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：地中部の構造物について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　施工時に現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。また、数量等に変更が生じる場合は、監督員と調整を行うこと。
注記3：給水管の埋設箇所について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　工事の際は止水をして、試掘を行い、現況構造物に合わせて調整を行うこと。
注記4：表法被覆工の計画勾配は現況構造物に合わせて調整すること。
注記5：張りコンクリート工の厚さは50cm以上とする。
注記6：越波防止柵は、階段部に設置しない計画とする。

@1000

SD345,D16,@250

L=600　@1000

@1000

 PE13

1:0.5

柵高H=1.5m

 PE13

FH=
GH=9.226

NO.1+2.50

TP+9.193 TP+9.226

H.H.W.L　　　　　　　　　 　 TP+2.850

L.W.L　　　　　　　　　　　  TP-0.850

M.L.W.L　　　　　　　　　　  TP-0.350

M.S.L　　　　　　　　　　　  TP+0.150

H.W.L　　　　　　　　　　　  TP+1.150

竹ヶ島防潮堤

標準断面図(1)

T.P.=0.000

S=1:50

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

標準断面図（1）
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徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦
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注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：地中部の構造については計画時点で確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　施工時に現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。また、数量に変更が生じる場合は、必要に応じて監督員と調整を行うものとする。
注記3：張りコンクリート工の厚さは50cm以上とする。
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L=250 @1000
玉石

RC-40

H.H.W.L　　　　　　　　　 　 TP+2.850

L.W.L　　　　　　　　　　　  TP-0.850

M.L.W.L　　　　　　　　　　  TP-0.350

M.S.L　　　　　　　　　　　  TP+0.150

H.W.L　　　　　　　　　　　  TP+1.150

竹ヶ島護岸

標準断面図(2)
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GH=4.886

NO.3

T.P.=0.000

S=1:50

当初設計図面

工事名

路線名等
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図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

標準断面図（2）
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徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦
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竹ヶ島防潮堤

S=1:100横断図(1)

T.P.=0.000

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

FH=
GH=9.238

NO.0+11.00

TP+9.193 TP+9.238

1:0.5

σck=18N/mm2

σck=18N/mm2RC-40

柵高H=1.5m

柵高H=1.5m

NO.1+2.50

TP+9.193 TP+9.226

FH=
GH=9.226

1:0.5

 PE13

σck=18N/mm2

RC-40 σck=18N/mm2

T.P.=0.000

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

 PE13

NO.1+13.00

As

FH=
GH=8.616

T.P.=0.000

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地
　　 　成果2024」が改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：地中部の構造物について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。施工時に現況構造物に合わせて調整を
　　 　行う必要がある。また、数量等に変更が生じる場合は、監督員と調整を行うこと。
注記3：給水管の埋設箇所について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。工事の際は止水をして、試掘を行い、
　　 　現況構造物に合わせて調整を行うこと。
注記4：竹ヶ島防潮堤の起点側について、植生の繁茂により計画時点で確認できないため、暫定的な位置として推定構造線（破線）とする。
　　　 施工時に植生の伐採を行い、現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。　
注記5：表法被覆工の計画勾配は現況構造物に合わせて調整すること。
注記6：張りコンクリート工の厚さは50cm以上とする。

NO.1+18.00

TP+9.193 TP+9.199

FH=
GH=9.199

σck=18N/mm2

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

TP+9.193

NO.2+3.00

FH=
GH=9.193

σck=18N/mm2

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

横断図（1）

6 21S=1:100

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦
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t≧
500

1
2
2
8

500

【撤去】公衆トイレ一式

張りコンクリート(躯体部)

100500400

張りコンクリート(基礎部)基礎砕石

越波防止柵

越波防止柵

【撤去】集水桝【撤去】集水桝

500100400

2
3
3

h
≧

2
0
0

500

1
1
6
7

1
5
0
0

2
0
0
1
3
0
0

5
0
0

【撤去】埋設管（給水管）

張りコンクリート(躯体部)

基礎砕石 張りコンクリート(基礎部)

【新設】埋設管（給水管）

t≧
500

500

500

2
0
6

h
≧

2
0
0

張りコンクリート(躯体部)

2
0
0

h
≧

2
0
0

張りコンクリート(躯体部)

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下



FH=
GH=5.343

NO.0+5.00

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

1:0.51:0.5

1:
1.
5

T.P.=0.000

σck=18N/mm2

玉石

FH=
GH=5.164

NO.1

1:
0.51:0

.5

1:
1.
5

σck=18N/mm2

玉石
H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

FH=
GH=5.011

NO.2

1:0.5

1:0.5

1:
1.
5

σck=18N/mm2

玉石
H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

FH=
GH=4.886

NO.3

1:0.5

1
:0.5

σck=18N/mm2

1:
1.
5

玉石H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：地中部の構造については計画時点で確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　施工時に現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。また、数量に変更が生じる場合は、必要に応じて監督員と調整を行うものとする。
注記3：張りコンクリート工の厚さは50cm以上とする。

竹ヶ島護岸

S=1:100横断図(2)

RC-40

RC-40
RC-40

RC-40

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／
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横断図（2）
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目地部詳細図

S=1:50

注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：伸縮目地の設置位置は、原則表法工の既設構造物の施工目地に合わすものとする。
　　　 なお、6～10mを超えないように設置することが望ましいことから、上記に示す配置計画としたが、現場条件に合せて調整を行うこととする。

張りコンクリート工(躯体部)
σck=18N/mm2

張りコンクリート工(基礎部)
σck=18N/mm2

789060905990599065859535

A

A

B

B

C

C

D

D

E

E

F

F

t=10mm,A=1.38m2

t=10mm,A=2.34m2

CF200x5mm　L=0.20m

CF200x5mm　L=2.79m

CF200x5mm　L=5.76m

t=10mm,A=1.38m2

t=10mm,A=2.96m2

キャップVP25, L=320 @1000

目地部割付図

S=1:100

A-A～D-D E-E,F-F

As

構造図（1）

（張りコンクリート工）
竹ヶ島防潮堤

目地部詳細図

S=1:10

φ19,L=600 @1000φ25,L=320 @1000

B=200mm

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

構造図（1）

8 21図示

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

波返工天端
No.0NO.0+11.00NO.1+2.50NO.1+13.00NO.1+18.00
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NO.2+3.59
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注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：伸縮目地の設置位置は、原則表法工の既設構造物の施工目地に合わすものとする。
　　　 なお、6～10mを超えないように設置することが望ましいことから、上記に示す配置計画としたが、現場条件に合せて調整を行うこととする。

818557905790346079609900665097359480

張りコンクリート工(躯体部)
σck=18N/mm2

A
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D

D

E

E

F

F

G

G

H

H

目地割付図

S=1:100

竹ヶ島護岸

構造図（2）

（張りコンクリート工）

φ19,L=600φ25,L=320

B=200mm

目地部詳細図

S=1:10

CF200x5mm

t=10mm,A=1.79m2

塩ビ管(VP) φ25,L=320
N=2組

t=10mm,A=1.62m2

CF200x5mm

塩ビ管(VP) φ25,L=320
N=2組

目地部詳細図

S=1:30

A-A～C-C D-D～H-H

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

構造図（2）
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徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉
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平 面 図 S=1:20

a

※本図は一般部を示す。

（風上側）

1

2

6段

立 面 図 S=1:20

断 面 図 S=1:20

(張出)

M12x150（2N-1アンカー用W付）
穿孔径φ14-穿孔長100-埋込100
樹脂カプセルM12用

6段ツキツケ張り

T.P.+9.226

L-65x65x6

L-50x50x6

T.P.+9.226

L=460

L=2960 BN M8x25
(1緩止N付)

6段ツキツケ張り

【設計条件】

建築基準法
　基準風速　　　　　 V=38m/s
　最大設置高　　　　H=10.611m
　地表面粗度区分　II

注記：鋼材及び部品類は溶融亜鉛アルミニウム合金めっき仕上げとする。

竹ヶ島防潮堤

構造図（3）

（越波防止柵工）

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

構造図（3）

10 21S=1:20

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉
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リブプレートt6

リブプレートt12

4-アンカーボルト

防波板70t4.5

張出アングル

補強アングル

防波板70t4.5

防波板70t4.5 巾止金具t2.3 主柱H-125x125x6.5x9

防波板70t4.5

主柱H-125x125x6.5x9



（風上側）

平面割付図

数量 単位
(kg)

L= 1523 12 本

12 枚

96 枚

L= 1500 1 本

L= 562.5 3 本

9 組

60 枚

6 枚

枚

総重量

材 料 名

防波板70 @500

防波板70 @1853

防波板70 @3000

　〃　取付ボルト

補強アングル

張出アングル

リブプレート

ベースプレート

主柱

L-50x50x6

t4.5x250

t4.5x250

t4.5x250

M12x40(1緩止N・2W付)

L-65x65x6

H-125x125x6.5x9

125x90x6t

325x325x12t

形状寸法

13.697

22.400

0.084

2.492

8.865

0.530

9.950

35.943

重量

(kg)

431.316

119.400

50.880

8.865

7.476

0.756

1344.000

82.182

2749.210

強度区分4.6相当

14スパン2連当たり※L=41.69m,

単位重量
材料規格

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400

SS400 HZA50A

HZA50A

HZA36A

HZA50A

HZA50A

HZA50A

HZA50A

HZA50A

表面処理

数　量　表

正 面 図

(張出)

(張出)

巾止金具(ツキツケ用)

　〃　取付ボルト

樹脂カプセル

アンカーボルト

　〃　取付ボルト

L= 2960

L= 1810

L= 460

M12x40(1緩止N・2W付)

t2.3x25x65

M8x25(1緩止N付)

M12x150(2N・1アンカー用W付)

288

110

110

48

48

組

枚

組

組

本

0.084

3.481

0.020

0.029

-

20.886

24.192

3.190

2.200

-

0.158 7.584

SPHC

SS400

エポキシ樹脂

SS400

強度区分4.6相当

強度区分4.6相当

HZA50A

HZA36A

HZA50A

HZA36A

HZA36A

-M12用

S=1:60構造図（4）
竹ヶ島防潮堤

（越波防止柵工）

注記1:鋼材及び部品類は溶融亜鉛アルミニウム合金めっき仕上げとする。
注記2:Lはパネル長を示す。
注記3:特記無きパネル寸法はL=2960とする。
注記4:LEVEL

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

構造図（4）

11 21S=1:60

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦
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目地



張出部詳細図 S=1:5 a部詳細図 S=1:5

ベースプレート部詳細図　S=1:5

6

7

　（1緩止N・2W付）

（1緩止N・2W付）
※アングル側：長孔14x20
　主柱側：φ14

L-50x50x6

L-65x65x6

L=2960
取付孔25

（1緩止N・2W付）

M12x150（2N・1アンカー用W付）
穿孔径φ14・穿孔長100・埋込100
樹脂カプセル

注記：鋼材及び部品類は溶融亜鉛アルミニウム合金めっき仕上げとする。

巾止金具取付詳細図 S=1:2

（1緩止N付）

竹ヶ島防潮堤

構造図（5）

（越波防止柵工）

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

構造図（5）
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注記：端部については現場状況に応じて調整することとする。
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S8

断　面　図 S=1:30

D16用

差筋

既設
構造物

差筋部詳細図

S=1:5

差筋
@1000

F1

K1

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

配筋図（1）
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配筋図（2）

竹ヶ島防潮堤

S=1:40

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

配筋図（2）
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徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

鉄筋質量表

記 号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

S 1 D16 1450

S D16 1130 149 1.56 1.76 262

S 6 D16 540 34 1.56 0.84 29

S 7 D16 630 34 1.56 0.98 33

K1 34-D16 x 600S4 149-D16 x 1850

S3-1 17-D16 x 7690

S3-2 17-D16 x 5900

S3-3 17-D16 x 5800

S3-4 17-D16 x 5800

S3-5 17-D16 x 6390

S3-6 17-D16 x 3500

S1 149-D16 x 1450 S2 149-D16 x 1130 S5 34-D16 x 610 S6 34-D16 x540

K 1 D16 600 34 1.56 0.94 32

59

合　計 2,147 kg

総質量 2,147 kg

(SD345)

kg

S7 34-D16 x 630 S8 102-D16 x250

149 1.56 2.26 337

2

S 3-1 D16 7690 17 1.56 12.00 204

S 3-2 D16 5900 17 1.56 9.20 156

S 3-3 D16 5800 17 1.56 9.05 154

S 3-4 D16 5800 17 1.56 9.05 154

S 3-5 D16 6390 17 1.56 9.97 169

S 3-6 D16 3500 17 1.56 5.19 88

S 4 D16 1850 149 1.56 2.89 430

S 5 D16 610 34 1.56 0.95 32

250S 8 D16 102 1.56 0.39 40

kg2,088

F1 68-D16 x 600

F 1 D16 250 68 1.56 0.39 27
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注記1：配筋図は既存施設の状況により調整を行うこと。
注記2：地中部の構造については計画時点で確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　施工時に現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。また、数量に変更が生じる場合は、
　　　 必要に応じて監督員と調整を行うものとする。

8877 9739 6650 9900 7964

=2000

3460 5790 5790 8185

    差筋

S1

竹ヶ島護岸

配筋図（3）

正面図

S=1:100

S1

177-D16 x 250

鉄筋質量表

記 号 径 長   さ 本 数 単 位 質 量 一本当り質量 質   量 摘   要

　　差筋

S 1 250D16 177 1.56 0.39 69

(SD345)

合　計

総重量

69 kg

69 kg

69 kg

断面図 S=1:30

標準部

S3

D16用

差筋

既設
構造物

差筋部詳細図

S=1:5

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

配筋図（3）
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平面図 1:50配置図 1:100

東側立面図 1:50

北側立面図 1:50

屋根伏せ図 1:50

南側立面図 1:50

A A'

B

B'

男子便所 女子便所

洗面器

手洗い場 手洗い場

足洗い場

流し 流し

花壇

サインプレート
140x140

ポーチ ポーチ

基礎伏図 1:50

樋φ120

擬木 L=4000

花壇
t=230

足洗い場

西側立面図 1:50

臭突管φ70

臭突管φ70

スイッチ
110x70x60

サインプレート
140x140

スイッチ
110x70x60

電力量計

便槽

樋φ120
L=360

水道

浄

CO

CO

ポール

5.96

5.86

5.92

5.49

特　記　事　項

2.地中部の形状及び寸法は想定であるため現地で確認を行うこと。

1.本図面は参考とし、工事着手前に現地調査を行うこと。

PE13

附帯構造物解体図（1）

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

附帯構造物解体図（1）
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男子便所

小便器

トイレブース（木製）

トイレブース　 分電盤
160x280x140

浄化槽用ブロワ

和式便器

和式便器

C B B A 1 2 A B B C 2 1

C B B A A B B C 3 2

展開図 1:50

外 部 仕 上 表

名 称

屋 根

下　地

内 装 仕 上 表

室 名

男子便所

床

モルタル

下 地 仕 上 げ

25角磁器質タイル貼り

壁（北）

100角磁器質タイル貼り

腰壁仕上げ 上部壁仕上げ

リシン吹付塗装

壁（南）

腰壁仕上げ 上部壁仕上げ

天 井

仕 上 げ

鉄筋コンクリート

小便器、和式便器、トイレブース、洗面器、鏡、照明器具、配管、配線リシン吹付塗装 リシン吹付塗装

そ の 他

付随設備

女子便所 モルタル リシン吹付塗装 リシン吹付塗装 リシン吹付塗装

手洗い場

仕 上 げ

リシン吹付塗装

人造石研出し

リシン吹付塗装

人造石研出し

和式便器、トイレブース、鏡、照明器具、配管、配線、分電盤、配管

配線、分電盤、2口コンセント、浄化槽用ブロア

流 し

仕 上 げ

外 部 仕 上 げ

B-B'断面図 1:50

ポーチ コンクリート 25角磁器質タイル貼り

花 壇 コンクリート リシン吹付塗装

名 称 下　地 外 部 仕 上 げ

外 壁 コンクリートブロック400x200 リシン吹付塗装

付 随 設 備

サインプレート（□140）

スイッチ、電気メーター

女子便所

地中部分は想定形状、想定寸法を表示

A-A'断面図 1:50

地中部分は想定形状、想定寸法を表示

男子便所

25角磁器質タイル貼り 100角磁器質タイル貼り

２口コンセント
120x70x110

洗面器

笠木（アルミ）

防水コンセント
 120x70x110

2 3

臭突管
70φ

女子便所

便槽
便槽

タンク

平面図

男子便所 女子便所

洗面器

手洗い場 手洗い場

足洗い場

流し 流し

花壇ポーチ ポーチ

擬木 L=4000

足洗い場

臭突管φ70床下ピット

1 2 3

A

B

C

化粧鏡
350x460

化粧鏡
350x460

リシン吹付塗装

人造石研出し

人造石研出し

人造石研出し 人造石研出し

特　記　事　項

2.地中部の形状及び寸法は想定であるため現地で確認を行うこと。

1.本図面は参考とし、工事着手前に現地調査を行うこと。

附帯構造物解体図（2）

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

附帯構造物解体図（2）
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電気設備平面図 1:50

男子便所 女子便所

洗面器

手洗い場 手洗い場

足洗い場

流し 流し

花壇ポーチ ポーチ

擬木 L=4000

足洗い場

男子便所撤去設備

照明灯器具 2個

スイッチ 1個

女子便所撤去設備

開閉器箱 1面

ジョイントボックス 3個

防水コンセント 2個

WP

WP

2個

1個

照明灯器具

凡　例

分電盤

ジョイントボックス

防水コンセント

蛍光灯

スイッチ

露出配管

WP

WH

WH 電力量計

男子便所

C B B A 1 2 A B B C 2 1

C B B A A B B C 3 2

展開図 1:50

女子便所

2 3

スイッチ

SW SW

SW

1基浄化槽ブロア

平面図 1:100

横断図 1:100
支線詳細図

5.07

8.45

8.45

5.45

8.47

6.28

5.97

5.99

6.30

水道T:-
E:タケガシマ28E3 支線

黒パイ

水道

浄

CO

CO

ポール

5.49

CO

5.86

5.92

L=28.572m（工事対象外）

L=9.251m（工事対象外）

L=29.169m（工事対象外）

H=8.4m

H=5.0m

（工事対象外）

（工事対象外）

（工事対象外）

公衆トイレ

亜鉛めっき銅より線
支線詳細図参照

コンクリート

(逆ネジ)

特　記　事　項

2.配管経路は露出部のみの確認であるため、現地で確認を行うこと。

1.本図面は参考とし、工事着手前に現地調査を行うこと。

3.架空線の撤去工事及び新設工事については、四国電力が行うため
　協議を行うこと。

1 3.425m

1 1.265m

1 0.660m

1 0.150m

3 1.400m

2 0.150m
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1 0.300m

4 0.400m
1 0.340m

附帯構造物解体図（電気設備）

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

附帯構造物解体図（電気設備）

18 21図示

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦
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【撤去】既存電線ケーブル

【撤去】既存電線ケーブル

【新設】電線ケーブル

電柱 φ300

【既存】照明ポール φ100

2
5
6
1

【撤去】既存ケーブル

【撤去】既存ケーブル

【新設】ケーブル

支線ワイヤー 22mm2

玉がいし

【新設】支線

支線バンド 20
00

アイボルト

ターンバックル
戻止めナット

ワイヤークリップ
ワイヤーコース

結束

支線

ホールインアンカー

49
55



男子便所側 北 東 南 西

洗面器 男子トイレ流し
足洗い場

女子便所側集水桝

男子便所側集水桝

管用途不明

管用途不明

手洗い・流し

足洗い場
管用途不明

管用途不明

女子便所側 北 東 南 西

衛生設備平面図　1:50

男子便所 女子便所

洗面器

手洗い場 手洗い場

足洗い場

流し 流し

花壇ポーチ ポーチ

擬木 L=4000

足洗い場

集水桝 集水桝

浄 化 槽

立水栓

配置図 1:200

平面図

G.L

1:
0
.5

1:0.5

合併処理浄化槽10人槽

断面図

G.L

1:
0
.5

1:0.5

合併処理浄化槽10人槽

断面図

浄化槽の廃止届提出

汚水全量汲み取り（水洗い消毒共）

本体撤去（内部配管類・ろ材撤去）

浄化槽スラブ及び床板解体撤去

撤去後発生土による埋戻し・締固め

既設浄化槽解体手順

既設浄化槽撤去要領図　1:50

給水元栓へ

埋設管経路は想定

地中部分は想定形状、想定寸法を表示

凡　例

雑排水管

汚水管

排水金物

床上掃除口

給水管

男子便所撤去器具表

小便器 2基

1基和式便器

ロータンク 1基

洗面器 1基

女子便所撤去器具表

2基

2基タンク

和式便器

化粧鏡 1枚

1本
臭突管

L=1.92mφ70

化粧鏡 1枚

水栓 5個

水栓 4個

4個

4個

2個

排水金物

掃除口

排水金物

t=120

集水桝展開図　S=1:10

5.34
4.93

8.41

5.99

6.26

5.97

ポール

CO

CO

5.49

5.36

CO

水道

E:タケガシマ28E3
支線

T:- 水道
黒パイ

8.456.28

8.47

5.968.60

6.30

8.45

 PE13

 PE13

特　記　事　項

2.埋設管経路及び延長等は想定であるため、現地で確認を行うこと。

1.本図面は参考とし、工事着手前に現地調査を行うこと。

3.浄化槽の形状及び寸法は想定であるため、現地で確認を行うこと。

附帯構造物解体図（機械設備）

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

附帯構造物解体図（機械設備）

19 21図示

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦
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合併処理浄化槽 10人槽

既設浄化槽撤去要領図参照
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(別途)発生土 (別途)発生土

床板

VPΦ100

【撤去】埋設管（給水管）

【撤去】合併浄化槽（10人槽）

【撤去】集水桝

【撤去】集水桝

【撤去】マンホール

【撤去】マンホール

配管切断箇所

配管切断箇所

【既存流用】埋設管（給水管）



S=1:100

仮設工平面図
基準点座標一覧表

点  名 X座標 Y座標 標　高

T-1 60774.643 76124.367 9.219

T-2 60800.897 76119.345 8.489

中心線座標一覧表(竹ヶ島防潮堤)

点  名 X座標 Y座標 標　高

NO.0 60808.419 76120.154 9.264

NO.0+11.00 60797.555 76121.880 9.238

NO.1+2.50

NO.1+13.00

NO.1+18.00

NO.2+3.00

NO.2+3.59

9.226

8.616

9.199

9.193

9.193

60786.198 76123.684

60775.828 76125.332

60770.889 76126.116

60765.951 76126.901

60765.368 76126.993

中心線座標一覧表（竹ヶ島護岸）

点  名 X座標 Y座標 標　高

NO.0 60830.000 76126.037 5.437

NO.0+5.00 60825.487 76128.190 5.343

NO.1

NO.2

NO.3

NO.3+8.00

NO.3+8.85

5.164

5.011

4.886

4.863

4.851

60811.948 76134.647

60793.896 76143.257

60775.845 76151.867

60768.624 76155.311

60767.857 76155.677

越波防止柵（柵高1.5m）設置工
L=32.55m

注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：工事箇所に繋がる連絡通路は道幅が狭く、大型重機の搬入が困難であるため、資材の搬入出は小運搬にて行う計画とする。
注記3：地中部の構造物について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　施工時に現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。また、数量等に変更が生じる場合は、監督員と調整を行うこと。
注記4：給水管の埋設箇所について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　工事の際は止水をして、試掘を行い、現況構造物に合わせて調整を行うこと。
注記5：竹ヶ島防潮堤の起点側について、植生の繁茂により計画時点で確認できないため、暫定的な位置として推定構造線（破線）とする。
　　　 施工時に植生の伐採を行い、現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。　
注記6：現場発生品は適切な方法で、処分、運搬を行うこと。
注記7：上記の施工計画案が難しい場合は、工事着手前に監督員と調整を行うこと。
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 PE13 L=25.3m

 PE13 L=24.4m

 PE13

L=29.169m
(工事対象外)

山積0.52m3

山積0.019m2

山積0.019m3

L=28.572m
(工事対象外)

L=9.251m
(工事対象外)

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／

Ｒ７波土　竹ヶ島地先海岸　海・宍喰浦　海岸工事（難工事評価型）

仮設工平面図

20 21S=1:100

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

竹ヶ島防潮堤

9535
スパン6

6585
スパン5

5990
スパン4

5990 6090 7890
スパン3 スパン2 スパン1

8185

5790

3460

7960

9900

6650

9735

9480

スパン1

スパン3

スパン4

スパン5

スパン6

スパン7

スパン8

スパン9

竹ヶ島護岸

張りコンクリート工　L=66
.96m

張りコンクリート工張りコンクリート工

5790
スパン2VPΦ100

仮設盛土、小型土のう

2
0
0
0

【撤去】合併浄化槽（10人槽）

【撤去】埋設管（給水管）

【新設】埋設管（給水管） 【撤去】集水桝

【撤去】集水桝

【撤去】マンホール

【撤去】マンホール

【撤去】公衆トイレ一式

【存置】埋設管（給水管）

2000

【新設】電線ケーブル

【新設】支線

キャリアダンプ(ゴムクローラー)

バックホウ(ゴムクローラー)

バックホウ(ゴムクローラー)

【撤去】既存電線ケーブル

【撤去】既存電線ケーブル



FH=

As

A=2.07m2,W=1.5m

55
.2
%

51.8%

NO.1+13.00

GH=8.616

55.2%
51

.8
%

T.P.=0.000

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

仮設工詳細図

仮設工断面図
竹ヶ島防潮堤

仮設工縦断図

仮設工断面図
竹ヶ島護岸

S=1:100 S=1:100

S=1:200

　　　　　　　 L=131.4m

As

T.P.=0.000

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

NO.1+2.50

TP+9.193 TP+9.226

1:
1.
0

FH=
GH=9.226

1
:0.5

 PE13

σck=18N/mm2

RC-40 σck=18N/mm2

 PE13

NO.1+13.00

FH=
GH=8.616

T.P.=0.000

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

柵高H=1.5m

A=2.07m2,W=1.5m

BP NO.1 NO.2 NO.3 NO.4 IP-1 NO.5 NO.6 NO.7 NO.8 NO.9 NO.10 NO.11 NO.12 NO.13 NO.14 IP-2 NO.15 NO.16 NO.17 NO.18 NO.19 NO.20 NO.21EP

最小有効高　　約1.9m 山積0.019m3

山積0.019m3

山積0.019m3

FH=
GH=4.886

NO.3

1:0.5

σck=18N/mm2

RC-40

H.H.W.L　　　　　TP+2.850

L.W.L　　　　　　TP-0.850

M.L.W.L　　　　　TP-0.350

M.S.L　　　　　　TP+0.150

H.W.L　　　　　　TP+1.150

T.P.=0.000

1:
1.
5

玉石

1:0.5

漁港側 海側

注記1：令和7年4月1日に国土地理院が管理する電子基準点、三角点、水準点等の標高成果について、衛星測位を基盤とする最新の値「測地成果2024」が
　　　 改訂されたが、本設計で用いる基準点および中心座標は、改訂前に取得した値であるため、旧観測値として用いる。
注記2：漁港の物揚場および防潮堤の裏法側の空地を資材置き場とする。
注記3：工事箇所に繋がる連絡通路は道幅が狭く、大型重機の搬入が困難であるため、資材の搬入出は小運搬にて行う計画とする。
注記4：地中部の構造物について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　施工時に現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。また、数量等に変更が生じる場合は、監督員と調整を行うこと。
注記5：給水管の埋設箇所について、計画時点では確認できないため、推定構造線（破線）とする。
　　 　工事の際は止水をして、試掘を行い、現況構造物に合わせて調整を行うこと。
注記6：竹ヶ島防潮堤の起点側について、植生の繁茂により計画時点で確認できないため、暫定的な位置として推定構造線（破線）とする。
　　　 施工時に植生の伐採を行い、現況構造物に合わせて調整を行う必要がある。　
注記7：現場発生品は適切な方法で、処分、運搬を行うこと。
注記8：上記の施工計画案が難しい場合は、工事着手前に監督員と調整を行うこと。

当初設計図面

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

縮尺

会社名

事業者名

図 面 番 号 ／
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仮設工詳細図

21 21図示

徳島県南部総合県民局　県土整備部〈美波〉

竹ヶ島地先海岸

海部郡海陽町宍喰浦

仮設盛土、小型土のう RC-40
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8
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1
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2000

小運搬距離、コンクリートポンプ圧送距離

500100400
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h
≧

2
0
0

t≧
500

500
1
1
6
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1
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2
0
0
1
3
0
0

5
0
0

【撤去】埋設管（給水管）

張りコンクリート(躯体部)

基礎砕石 張りコンクリート(基礎部)

【新設】埋設管（給水管）
1
8
0
0

越波防止柵

仮設盛土、小型土のう

最小有効幅員　約1.35m バックホウ(ゴムクローラー)

バックホウ(ゴムクローラー)

バックホウ(ゴムクローラー)
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500
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740
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0

張りコンクリート(躯体部)

基礎砕石

推定構造物

400

1
2
0

1000

400

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下

コンクリ－トはつり
平均はつり厚3 c m以下


